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新しい「国際語」を創るエスペラント運動を通して
反戦平和を訴えた青年教師はなぜ死ななければならなかったのか

“漢字を制限しローマ字化することで言葉の民主化を推進する”エスペラント運動が
日本語抹消論、国際共産主義運動につながるとして山形県特高は徹底的に弾圧した
特高により捏造された斎藤秀一事件の全容と背景を
秀一の日記、警察側の資料、関係者の証言などの分析で明らかにする

著者 工藤美知尋（くどう みちひろ）

1947年山形県長井市生まれ。日本大学法学部卒業、日本大学
大学院法学研究科政治学専攻修士課程修了、ウィーン大学留
学、東海大学大学院政治学研究科博士課程修了。政治学博士。
日本大学専任講師を務めた後、1992年に社会人入試、大学院
入試のための本格的な予備校「青山IGC学院」を創立、学院長
として現在に至る。主な著書に、『日本海軍と太平洋戦争』『日
ソ中立条約の研究』『海軍良識派の支柱山梨勝之進』『日本海
軍の歴史がよくわかる本』『東条英機暗殺計画』などがある。

斎藤秀一（1908-1940）
山形県鶴岡生まれ。駒澤大

学在学中に日本エスペラン

ト学会会員に。卒業後、郷

里の小学校教師に。1932年

に検挙され、教師を免職。プ

ロレタリア作家同盟加入。エ

スペラント運動を通して反戦

平和を訴えた。1938年治安

維持法違反で検挙。裁判で

有罪となり、秋田刑務所に。

1940年肺結核の療養中、死

去。享年32。

斎藤秀一の
「ローマ字懐中日記」

秀一が暗号で書いた日記
（上の８行が暗号）

鶴岡文化クラブの
機関誌『庄内の旗』

８月上旬発売

プロローグ
私と鶴岡／本書執筆の端緒となった一本の電話／斎藤秀一取材の
ため櫛引町を訪れる

第１章 斎藤秀一とエスペラントの出会い
斎藤秀一の短い生涯／山形の禅寺の長男として誕生／駒沢大学で
エスペラントと出会う／山下芳太郎と「カナモジカイ」

第２章 新しい「国際語」エスペラント語
エスペラント語の生みの親ザメンホフ／新しい「国際語」をつく
る／日本におけるエスペラント運動／プロレタリア・エスペラン
ト運動

第３章 治安維持法と特高
治安維持法の施行／特別高等警察の創設／拷問の黙認／ＧＨＱの
「人権指令」により特高は廃止／罷免の不徹底に業を煮やしたＧ
ＨＱの「公職追放指令」

第４章 プロレタリア文化運動と斎藤秀一
鶴岡のプロレタリア文化運動／池田勇作、郁夫妻の逮捕と拷問の
実態／日本プロレタリア・エスペラント同盟（ポエウ）／エスペ
ラント文学と秀一／秀一の卒業論文

第５章 特高が捏造した斎藤秀一事件
斎藤秀一事件の背景／警察側から見た斎藤秀一事件／事件を捏造
した特高係・砂田周蔵

第６章 郷里山形の小学校教師に
大学卒業後の進路に迷う秀一／妹静子の死／学生生活に別れを告
げる／大泉小学校大平分教場に赴任

第７章 秀一逮捕
大正末期～昭和初期の情勢／『庄内の旗』の発刊／疲弊する農村
と教員弾圧事件／大平分教場を一年で去ることに／さらに奥地の
八久和分教場に異動／治安維持法違反で逮捕／秀一逮捕を批判す
る新聞論調／釈放されるも二度目の逮捕／暗号化された秀一の日
記／教師解雇、プロレタリア文化運動に積極的に関わる／庄内方
言の研究に打ち込む

第８章 薬包紙に綴った抵抗の詩
友人の石川俊康／悲劇に終わった結婚／一九三六年から三八年に
かけての厖大な研究著作／東北帝大図書館に勤める／治安維持法
違反で突然の逮捕／獄中で薬包紙に綴った抵抗の詩
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